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◎
大
月
市
国
民
健
康
保
険
税
条

例
中
改
正
の
件

今定例会の議案　　　　　　　　　　　　　　　

条            

例

  

主
な
議
案
の
内
容

　

国
民
健
康
保
険
税
の
産
前
産

後
期
間
に
係
る
所
得
割
額
及
び

被
保
険
者
均
等
割
額
の
減
額
に

つ
い
て
、
所
要
の
条
例
を
改
正

し
た
。

大
月
市
議
会 

令
和
５
年
第
５
回
（
12
月
）
定
例
会

こ
ん
な
事
が
決
ま
り
ま
し
た

                                                         

11
月
29
日
～
12
月
20
日
（
22
日
間
）

　
市
長
提
出

● 

条
例
案
件
・
・
・
・
・
・
・  

11
件

● 

補
正
予
算
案
件
・
・
・
・
・  
14
件

● 

人
事
案
件
・
・
・
・
・
・
・  
３
件

● 

そ  

の  

他
・
・
・
・
・
・
・  

２
件

 　
議
会
提
出

● 

条
例
案
件
・
・
・
・
・
・
・  

１
件

産
前
産
後
期
間
の
国

産
前
産
後
期
間
の
国

民
健
康
保
険
税
が
減

民
健
康
保
険
税
が
減

額額

◎
大
月
市
税
条
例
中
改
正
の
件

　

障
害
者
に
対
す
る
自
動
車
税

の
減
免
対
象
範
囲
に
、
精
神
障

害
者
・
知
的
障
害
者
の
本
人
運

転
が
加
え
ら
れ
た
の
で
、
軽
自

動
車
税
の
減
免
対
象
範
囲
も
同

様
に
見
直
す
必
要
が
あ
り
、
所

要
の
条
例
を
改
正
し
た
。

軽
自
動
車
税
の
減
免

軽
自
動
車
税
の
減
免

対
象
範
囲
の
変
更

対
象
範
囲
の
変
更

◎
エ
ル
ム
ー
ン
駒
橋
指
定
管
理

者
指
定
の
件

　

次
の
と
お
り
指
定
管
理
者
を

指
定
し
た
。

・
指
定
管
理
者

　
　

名
称　

Ｂ
Ｍ
Ｌ
株
式
会
社

・
指
定
の
期
間

　
　

引
き
渡
し
日
の
翌
日
か
ら

　
　

令
和
36
年
３
月
31
日
ま
で

エ
ル
ム
ー
ン
駒
橋

そ　
の　
他　
　

◎
令
和
５
年
度　
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
５
号
）

予  

算
（
補  

正
）　　

〇
新
庁
舎
建
設
事
業
（
用
地
測

量
等
調
査
費
） 

　
　
　
　
　

 

２
、８
０
０
万
円

◎
大
月
市
監
査
委
員
の
選
任
に

つ
い
て
同
意
を
求
め
る
件

人           

事

・
新
た
に
佐
藤
精
一
氏
が
選
任

   

さ
れ
た
。

◎
大
月
市
固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

同
意
を
求
め
る
件

・
新
た
に
山
中
孝
司
氏
が
選
任

   

さ
れ
た
。

・
改
め
て
井
上
初
氏
が
選
任
さ

   

れ
た
。



３　  市議会だより　第 173 号

 ⃝

総
務
産
業
常
任
委
員
会

 ⃝

社
会
文
教
常
任
委
員
会

常
任
委
員
会
の
様
子

エ
ル
ム
ー
ン
駒
橋
に
つ
い
て　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
（
建
設
課
）

Ｑ　
エ
ル
ム
ー
ン
駒
橋
の
入
居

　
　
希
望
者
の
抽
選
状
況
は
。

Ａ　

12
月
３
日
に
抽
選
を
行
い

　
　

ま
し
た
。
申
込
者
17
世
帯

　
　

の
う
ち
、
欠
席
の
１
世
帯

　
　

を
除
く
16
世
帯
の
入
居
が

　
　

決
定
し
ま
し
た
。
内
訳
と

　
　

し
て
、
子
供
が
い
な
い
新

　
　

婚
世
帯
又
は
婚
姻
予
定
の

　
　

世
帯
が
７
世
帯
、
子
供
が　
　

　
　

い
る
世
帯
が
９
世
帯
、
計

　
　

16
世
帯
が
今
の
と
こ
ろ
決

　
　

定
を
し
て
お
り
ま
す
。
世

　
　

帯
員
数
は
総
勢
43
人
、
市

　
　

外
か
ら
の
転
入
者
は
24
人

　
　

転
入
に
な
り
ま
す
。
そ
の

　
　

他
19
名
は
市
内
移
転
と
い

　
　

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

新
庁
舎
建
設
事
業
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
（
総
務
管
理
課
）

Ｑ　
建
設
新
聞
に
新
庁
舎
工
事

　
　
費
が
34
億
円
と
出
て
い
た
。

　
　
見
積
り
も
し
て
い
な
い
の

　
　
に
何
故
こ
の
よ
う
な
金
額

　
　
が
出
る
の
か
。

Ａ　

新
聞
報
道
の
根
拠
に
つ
き

　
　

ま
し
て
は
、
外
部
審
議
会

　
　

に
３
ヵ
所
の
比
較
検
討
を

　
　

し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

　
　

し
た
。
そ
の
時
に
、
庁
舎

　
　

面
積
を
お
お
よ
そ 
２
、５

　
　

０
０
㎡
で
建
築
し
た
場
合

　
　

の
概
算
の
事
業
費
を
比
較

　
　

し
て
も
ら
う
た
め
に
出
て

　
　

い
た
概
算
事
業
費
と
ご
理

　
　

解
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
っ

　
　

て
お
り
ま
す
。

Ｑ　
３
ヵ
所
が
す
べ
て
同
じ
金

　
　
額
と
聞
い
た
が
そ
ん
な
こ

　
　
と
は
あ
り
得
る
の
か
。

Ａ　

３
ヵ
所
で
５
つ
の
プ
ラ
ン

　
　

が
出
ま
し
て
、
そ
の
比
較

　
　

の
中
で
そ
れ
ぞ
れ
の
金
額

　
　

に
つ
い
て
は
当
然
違
っ
て

　
　

お
り
ま
す
。 

大
月
短
期
大
学
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
（
短
大
事
務
局
）

Ｑ　
学
校
管
理
費
の
施
設
等
管

　
　
理
事
業
で
計
上
さ
れ
て
い

　
　
る 

２
４
５
万 

９
、０
０
０ 

　
　
円
、
そ
の
具
体
的
な
用
途　

　
　
は
。

Ａ　

燃
料
費 

55
万 

６
、０
０
０

　
　

円
と
光
熱
水
費
１
９
０
万

　
　
３
、０
０
０ 

円 

と
な
っ
て

　
　

お
り
ま
す
。

Ｑ　
年
間
で
施
設
管
理
全
体
で

　
　
ど
の
く
ら
い
高
騰
し
て
い

　
　
る
よ
う
な
状
況
か
。

Ａ　

具
体
的
な
数
字
、
パ
ー
セ

　
　

ン
ト
は
出
ま
せ
ん
が
、
１

　
　

年
間
の
累
計
は
取
っ
て
お

　
　

り
ま
し
て
、
そ
れ
に
基
づ

　
　

い
て
前
年
比
と
対
比
し
て

　
　

こ
れ
だ
け
の
金
額
が
必
要

　
　

に
な
る
と
い
う
こ
と
で
計

　
　

上
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

　
　

た
。

Ｑ　
イ
チ
ゴ
栽
培
を
３
年
程
前

　
　
か
ら
始
め
て
い
る
が
、
電

　
　
気
料
が
ど
ん
ど
ん
上
が
っ

空
き
家
対
策
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
（
市
民
課
）

Ｑ　
空
き
家
対
策
計
画
の
進
捗

　
　
状
況
は
。

Ａ　

今
年
度
の
ラ
ン
ク
付
け
が

　
　

終
わ
り
ま
し
て
、
前
回
調

　
　

査
し
た
も
の
と
の
す
り
合

　
　

わ
せ
を
行
い
ま
し
て
、
こ

　
　

こ
で
補
正
を
さ
せ
て
い
た

　
　

だ
く
中
で
１
月
か
ら
審
議

　
　

会
を
進
め
た
い
と
思
っ
て

　
　

お
り
ま
す
。

Ｑ　
企
画
財
政
課
な
ど
、
空
き

　
　
家
バ
ン
ク
を
統
括
し
て
い

　
　
る
課
と
連
携
す
る
こ
と
は

　
　
計
画
の
中
に
盛
り
込
ま
れ

　
　
て
い
る
の
か
。

Ａ　

ま
だ
具
体
的
な
計
画
案
が

　
　

出
さ
れ
て
い
な
い
状
況
で

　
　

す
の
で
、
今
後
そ
こ
の
も

　
　

の
も
含
め
ま
し
て
連
携
を　

　
　

し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

　
　

す
。

　
　
て
非
常
に
苦
し
い
状
況
の

　
　
中
で
継
続
し
て
い
く
ほ
ど

　
　
の
意
味
が
今
あ
る
の
か
。

Ａ　

今
年
度
の
教
育
的
な
目
的

　
　

と
し
ま
し
て
マ
ー
ケ
テ
ィ

　
　

ン
グ
活
動
と
か
地
域
ビ
ジ

　
　

ネ
ス
の
企
画
を
学
業
の
ほ

　
　

う
に
残
せ
る
よ
う
な
形
は

　
　

取
れ
て
き
て
お
り
ま
す
。

　
　

今
後
検
証
を
し
て
、
引
き

　
　

続
き
地
域
実
習
で
あ
り
ま

　
　

す
の
で
、
検
討
し
て
ま
い

　
　

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

大
月
短
期
大
学



４　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　市議会だより　第 173 号 　  市議会だより　第 173 号

 議決結果等一覧表             

種 別 議案番号

　　　　　　　　　　　　　　議　員　名

　　　
             案　件　名

　
萩

　　
原

剛

小
原

丈
司

山
田

善
一

藤
本

実

山
田

政
文

相
馬

力

鈴
木

基
方

棚
本

晃
行

山
地

　
渉

鈴
木

康
揮

鈴
木

竜
児

天
野

築

結

果

条 例

第 49 号  大月市簡易水道事業の設置等に関する条例制定の件

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

第 50 号  大月市簡易水道事業の剰余金の処分等に関する条例制定の 
 件

第 51 号  大月市下水道事業の設置等に関する条例制定の件

第 52 号  大月市下水道事業の剰余金の処分等に関する条例制定の件

第 53 号
 大月市簡易水道事業及び下水道事業に地方公営企業法の財
 務規定等を適用することに伴う関係条例の整備に関する条
 例制定の件

第 54 号  大月市税条例中改正の件

第 55 号  大月市国民健康保険税条例中改正の件

第 56 号  大月市子ども・子育て会議条例中改正の件

第 67 号  大月市職員給与条例中改正の件

第 68 号  大月市特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する
 条例中改正の件

第 69 号  大月市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例
 中改正の件

第 79 号  大月市議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例
 中改正の件

補 正
予 算

第 57 号  令和５年度 大月市一般会計補正予算（第５号） × 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 × 可決

第 58 号  令和５年度 大月市大月短期大学特別会計補正予算（第１号）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

第 59 号  令和５年度 大月市国民健康保険特別会計補正予算（第１号）

第 60 号  令和５年度 大月市簡易水道特別会計補正予算（第２号）

第 61 号  令和５年度 大月市下水道特別会計補正予算（第１号）

第 62 号  令和５年度 大月市介護保険特別会計補正予算（第１号）

第 63 号  令和５年度 大月市介護サービス特別会計補正予算（第１号）

第 64 号  令和５年度 大月市後期高齢者医療特別会計補正予算
（第１号）

　        賛成 ○　　反対 ×　　退席 ―　　欠席 ／　　※奥脇一夫議長を除く



　  市議会だより　第 173 号５

                                                    令和５年１２月定例会

種 別 議案番号

　　　　　　　　　　　　　　議　員　名

　　　
             案　件　名

　
萩

　　
原

剛

小
原

丈
司

山
田

善
一

藤
本

実

山
田

政
文

相
馬

力

鈴
木

基
方

棚
本

晃
行

山
地

　
渉

鈴
木

康
揮

鈴
木

竜
児

天
野

築

結

果

補 正
予 算

第 70 号  令和５年度 大月市一般会計補正予算（第６号）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

第 71 号  令和５年度 大月市大月短期大学特別会計補正予算（第２号）

第 72 号  令和５年度 大月市国民健康保険特別会計補正予算（第２号）

第 73 号  令和５年度 大月市簡易水道特別会計補正予算（第３号）

第 74 号  令和５年度 大月市下水道特別会計補正予算（第２号）

第 75 号  令和５年度 大月市介護保険特別会計補正予算（第２号）

その他
第 65 号  エルムーン駒橋指定管理者指定の件

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決
第 66 号  市営駒橋団地指定管理者指定の件

人事

第 76 号  大月市監査委員の選任について同意を求める件

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同意第 77 号  大月市固定資産評価審査委員会委員の選任について同意を
 求める件

第 78 号  大月市固定資産評価審査委員会委員の選任について同意を
 求める件

　        賛成 ○　　反対 ×　　退席 ―　　欠席 ／　　※奥脇一夫議長を除く



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　市議会だより　第 173 号 ６

 

市
政
を
問
う

１２月定例会

代表質問・一般質問
　代表質問・一般質問とは、市の行政事務の状況や将来に対する方針などをただ
したり、報告を求めたりするもので、各定例会で行われます。

代表質問
（１）山田善一　議員　（自由民主党）　　　　　  　　　   　　　        ７ページ
　　　①本市の 25 人学級の実態は
　　　②特色ある自由な授業を

（２）天野　築　議員　（大月の新しい風）   　 　　 　　　　　　　    ８ページ
             ①国道 20 号の新笹子トンネル工事の状況と工期は
             ②大月市立中央病院の南棟の空き病棟の現状は

（３）山田政文　議員　（大月の新しい風）　関連質問 　　　　　   　９ページ
             ①中央病院はどのように変わったか
             ②デマンドタクシーの実証実験の結果は

一般質問

（４）山地　渉　議員　（大月の新しい風）　関連質問　　　 　　      10 ページ
             ①ごみや汚れたり壊れている標識への対策は
             ②文化・スポーツ活動に対するサービスの向上は

（５）棚本晃行　議員　（山と川の街大月）　　　　　　                        11 ページ   
             ①持続可能なまちの実現に向けた財源確保策を

ズバリ
  ！

市議会のページは
　  コチラから

（６）藤本　実　議員　（日本共産党　所属）　　　　　                        12 ページ  
             ①会計年度任用職員の給与の改定は
　　　②自伐型林業についての認識は

（７）鈴木康揮　議員　（公明党　所属）　　　　　　　               　     13 ページ   
             ①女性のひきこもりについて

（８）鈴木基方　議員　（自由民主党）　　　　　　          　                  14 ページ   
             ①業務の統括としての副市長の設置を
　　　②市制 70 周年に向けての考えは

　  市議会だより　第 173 号

 本文は要旨の掲載であり、質問者自身が責任を持って作成したものです。
 詳しい内容については、会議録（３月上旬発行予定）を図書館及び市の    
 ホームページ（https://www.city.otsuki.yamanashi.jp) で閲覧することが 
 できます。



Q
本
市
の
25
人
学
級
の
実
態
は

A 

県
の
施
策
に
該
当
す
る
学
級　

　

 

は
な
い

　
県
は
25
人
学
級
を
進
め

て
い
る
が
、
本
市
の
実
態
、

そ
れ
に
伴
う
教
員
確
保
は
。

正
職
員
と
市
費
負
担
教
員

の
割
合
を
含
め
て
伺
う
。

つ
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
県
の
施

策
に
は
該
当
い
た
し
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
同
じ
く
県

の
施
策
に
よ
り
、
当
該
学
級
に

は
教
員
の
加
配
が
あ
り
、
学
級

２
名
の
教
員
が
確
保
さ
れ
て
お

り
、
25
人
学
級
編
制
に
よ
る
市

費
負
担
教
員
の
配
置
は
ご
ざ
い

ま
せ
ん
。

代  

表  

質  

問

教
育
長

答

答

教
育
次
長

Q 

特
色
あ
る
自
由
な
授
業
を

A 

本
市
独
自
の
ふ
る
さ
と
教
育　
　

に
取
り
組
み
、
難
し
い
課
題

も
研
究
し
て
い
き
た
い

　
大
月
市
は
ふ
る
さ
と
教

育
に
よ
る
共
同
学
習
な
ど

を
取
り
入
れ
て
い
る
が
、

小
学
校
か
ら
自
由
な
授
業

を
さ
せ
て
あ
げ
ら
れ
な
い

か
。
午
前
中
は
文
部
科
学

省
が
言
う
よ
う
に
や
り
、

午
後
か
ら
は
本
人
に
合
っ

た
授
業
を
さ
せ
て
や
る
。

そ
う
い
う
授
業
が
で
き
な

い
か
伺
う
。

問

問
　

特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
に
つ

い
て
、
故
郷
に
愛
着
を
持
て
る

よ
う
な
郷
土
学
習
の
取
組
、
新

し
い
教
育
と
い
う
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
け
れ
ど
も
、
学
校
教
育

の
基
幹
と
し
て
ふ
る
さ
と
教
育

の
推
進
を
掲
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
の

自由民主党

山
や ま だ

田　 善
よしかず

一　
　
　

再
　
質
　
問

で
、
小
学
校
、
中
学
校
の

体
制
が
今
後
ど
う
な
っ
て

い
く
の
か
。
ど
う
い
う
形

で
小
中
学
校
を
残
し
て
い

き
た
い
の
か
伺
う
。

答
市
長

　

本
市
の
小
学
校
で
は
、
比
較

的
小
規
模
、
少
人
数
で
あ
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
そ
の
理
念
に
か

な
う
丁
寧
な
教
育
が
な
さ
れ
、

学
力
の
向
上
を
目
指
し
て
い
く

こ
と
が
で
き
る
と
い
う
大
き
な

メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

　

今
後
は
、
子
供
た
ち
が
健
や

か
で
幸
せ
に
成
長
で
き
る
社
会

を
実
現
す
る
と
い
う
、
こ
ど
も

ま
ん
な
か
宣
言
の
趣
旨
に
の
っ

と
り
、
本
市
の
各
校
の
あ
る
べ

き
体
制
に
つ
い
て
検
討
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

本
市
の
現
状
と
い
た
し
ま
し

て
は
、
小
学
校
１
年
生
か
ら
３

年
生
ま
で
に
25
人
を
超
え
て
35

人
以
下
の
学
級
が
大
月
東
小
学

校
と
猿
橋
小
学
校
に
１
学
級
ず

学
校
の
地
域
に
根
づ
い
た
実
践

を
重
ね
て
お
り
ま
す
。

　

も
う
一
つ
の
特
色
あ
る
取
組

は
、
大
月
市
人
口
問
題
・
地
域

活
性
化
を
考
え
る
市
民
会
議
「　

大
月
み
ら
い
会
議
」
が
平
成
30

年
度
か
ら
中
学
生
を
対
象
に
行

っ
て
い
る
キ
ャ
リ
ア
教
育
へ
の

支
援
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
地
域
の
方
々

の
具
体
的
な
支
援
を
受
け
た
キ

ャ
リ
ア
教
育
も
ふ
る
さ
と
教
育

で
あ
り
、
本
市
独
自
の
取
組
で

あ
り
ま
す
。
午
後
の
時
間
に
つ

い
て
自
由
に
と
い
う
新
し
い
提

案
を
い
た
だ
き
ま
し
た
け
れ
ど

も
、
大
変
難
し
い
課
題
で
す
の

で
、
そ
う
い
っ
た
こ
と
も
研
究

し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

問
　
人
口
が
減
っ
て
い
く
中
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Q 

国
道
20
号
の
新
笹
子
ト
ン
ネ

　  

ル
工
事
の
状
況
と
工
期
は

A 

現
在
ト
ン
ネ
ル
掘
削
に
係
る

     

準
備
工
事
を
し
て
い
る

　
新
笹
子
ト
ン
ネ
ル
に
つ

い
て
、
新
設
が
予
定
さ
れ

て
い
る
が
、
大
月
市
側
に

お
い
て
は
既
に
そ
の
工
事

が
始
ま
っ
て
い
る
よ
う
に

見
ら
れ
る
。

　
こ
の
工
事
の
状
況
と
工

期
が
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
に
つ
い
て
伺
う
。

答
産
業
建
設
部
長

代  

表  

質  

問

交
通
の
安
全
性
や
広
域
物
流
の

支
援
の
確
保
を
目
的
に
、
新
た

な
ト
ン
ネ
ル
の
整
備
を
行
う
こ

と
と
し
て
お
り
ま
す
。
現
在
は

大
月
市
側
出
入
口
付
近
に
お
い

て
、
ト
ン
ネ
ル
掘
削
に
係
る
準

備
工
事
と
し
て
、
法
面
改
良
保

全
工
事
に
着
手
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
ト
ン
ネ
ル
本
体
の
工

事
と
し
て
の
最
初
の
工
事
発
注

も
さ
れ
て
お
り
、
大
林
・
大
本

特
定
建
設
工
事
共
同
企
業
体
が

落
札
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
工

事
の
概
要
は
、
ト
ン
ネ
ル
本
線

坑
の
掘
削
の
一
部
を
開
始
す
る

予
定
と
な
っ
て
お
り
、
令
和
８

年
３
月
ま
で
を
工
期
と
し
て
お

り
ま
す
。
最
終
的
な
完
成
に
つ

き
ま
し
て
は
、
公
表
さ
れ
て
お

り
ま
せ
ん
。

さ
れ
た
患
者
さ
ん
を
３
階
病
棟

の
一
部
に
受
入
れ
し
て
お
り
ま

し
た
。

問

Q 

大
月
市
立
中
央
病
院
の
南
棟

　  

の
空
き
病
棟
の
現
状
は

A 

医
師
、
看
護
師
確
保
等
の
課

　

 

題
な
ど
か
ら
休
床
が
続
い
て　
　

　

 

い
る

問
　
大
月
市
立
中
央
病
院
の

南
棟
に
は
、
使
用
さ
れ
て

い
な
い
空
き
病
棟
が
あ
る

が
、
こ
の
南
棟
の
空
き
病

棟
の
現
状
は
。

答
市
民
生
活
部
長

　

大
月
市
立
中
央
病
院
は
、
東

棟
３
階
及
び
４
階
病
棟
と
、
南

棟
２
階
及
び
３
階
病
棟
を
そ
れ

ぞ
れ
の
部
屋
ご
と
に
入
院
の
受

入
れ
の
病
室
等
と
し
て
、
山
梨

県
か
ら
許
可
を
受
け
て
お
り
ま

す
。
そ
の
中
で
、
現
在
南
棟
２

階
病
棟
及
び
３
階
病
棟
は
、
医

師
、
看
護
師
確
保
等
の
課
題
な

ど
か
ら
休
床
が
続
い
て
お
り
ま

す
。
な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
時
に
は
、
感
染

　

国
道
20
号
笹
子
ト
ン
ネ
ル
は
、

建
設
後
60
年
以
上
が
経
過
し
、

老
朽
化
が
著
し
く
、
ト
ン
ネ
ル

の
断
面
が
狭
小
の
た
め
、
一
部

の
車
両
の
通
行
不
能
、
歩
行
者

や
自
転
車
通
行
の
安
全
性
に
課

題
が
生
じ
て
お
り
ま
す
。
新
笹

子
ト
ン
ネ
ル
は
、
こ
れ
ら
の
課

題
を
解
消
す
る
た
め
に
、
利
用

法
面
工
事
の
様
子

大月の新しい風

天
あ ま の

野　 築
きずく

問
　
観
光
政
策
に
お
い
て
観
　

　     

光
客
誘
致
に
注
力
す
る

          

重
点
箇
所
は

問
　
公
民
館
で
行
う
活
動
や

          

イ
ベ
ン
ト
の
営
利
、
非

         

営
利
の
判
断
基
準
は

問
　
路
線
バ
ス
の
利
用
状
況

        

は

    

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問
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Q 

中
央
病
院
は
ど
の
よ
う
に
変

　  

わ
っ
た
か

A 

山
梨
大
学
教
授
の
診
療
枠
が

　

 

拡
大
し
た

　
中
央
病
院
と
山
梨
大
学

が
昨
年
12
月
に
包
括
連
携

協
定
を
締
結
し
て
１
年
経

過
す
る
が
、
ど
の
よ
う
に

変
わ
っ
た
の
か
、
ま
た
市

民
か
ら
ど
の
よ
う
な
声
が

届
い
て
い
る
か
伺
う
。

　

山
梨
大
学
と
は
、
令
和
４
年

12
月
に
包
括
連
携
協
定
を
締
結

い
た
し
ま
し
た
。
山
梨
大
学
か

ら
４
月
に
榎
本
理
事
長
、
山
口

病
院
長
を
は
じ
め
、
４
名
の
常

勤
医
師
も
新
た
な
体
制
に
加
わ

り
、
各
診
療
科
に
も
非
常
勤
医

師
が
派
遣
さ
れ
て
お
り
、
特
に

教
授
の
外
来
診
療
枠
が
８
診
療

関  

連  

質  

問

答

答

市
長

Q 

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の
実
証

      

実
験
の
結
果
は

A 

一
定
の
評
価
が
あ
っ
た
と
理

      

解
す
る

　
今
年
度
実
施
し
た
デ
マ

ン
ド
タ
ク
シ
ー
の
実
証
実

験
の
結
果
と
評
価
に
つ
い

て
伺
う
。

　
次
に
、
実
証
実
験
に
要

し
た
費
用
に
つ
い
て
、
そ

の
総
額
と
財
源
に
つ
い
て

も
伺
う
。　

　

今
年
度
、
初
狩
町
藤
沢
地
区
、

丸
田
地
区
と
梁
川
町
の
全
域
、

猿
橋
町
小
篠
地
区
に
お
い
て
７

月
か
ら
９
月
末
ま
で
の
３
か
月

間
、
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の
実

証
運
行
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

　

初
狩
町
で
は
利
用
者
は
な
く
、

梁
川
町
と
猿
橋
町
小
篠
地
区
で

は
18
名
の
方
に
ご
利
用
い
た
だ

き
ま
し
た
。
梁
川
町
と
小
篠
地

区
か
ら
は
、
乗
り
場
や
運
行
時

間
の
変
更
等
の
要
望
も
あ
り
、

一
定
の
評
価
が
あ
っ
た
と
理
解

し
て
お
り
ま
す
。

　

経
費
に
つ
い
て
は
、
車
両
借

り
上
げ
方
式
で
実
施
し
、
藤
沢

地
区
、
丸
田
地
区
の
運
行
が
１

日
当
た
り
約
２
万
円
、
梁
川
町

と
小
篠
地
区
の
運
行
が
１
日
当

た
り
約
３
万
円
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
総
額
で
約
３
５
０
万
円

と
な
っ
て
お
り
、
今
回
の
実
証

実
験
は
市
単
独
事
業
で
実
施
し

ま
し
た
が
、
本
格
運
用
の
際
に

は
国
の
補
助
制
度
を
活
用
し
て

実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

総
務
部
長

科
ま
で
に
拡
大
し
、
医
学
部
附

属
病
院
と
の
高
度
な
医
療
連
携

が
浸
透
し
て
き
て
い
る
と
感
じ

て
お
り
ま
す
。

　

今
後
は
山
梨
大
学
医
学
部
附

属
病
院
の
連
携
病
院
と
し
て
、

市
民
に
信
頼
さ
れ
る
病
院
と
し

て
、
優
し
い
態
度
と
優
れ
た
医

療
、
そ
し
て
持
続
可
能
な
病
院

経
営
を
進
め
て
い
く
も
の
と
期

待
を
し
て
お
り
ま
す
。

　

市
民
か
ら
は
、
附
属
病
院
へ

通
院
せ
ず
に
中
央
病
院
で
診
て

も
ら
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
丁

寧
で
優
し
い
対
応
を
し
て
も
ら

っ
た
な
ど
、
多
く
の
お
褒
め
の

言
葉
が
市
役
所
、
私
自
身
に
も

届
く
よ
う
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

問

問

大
月
市
立
中
央
病
院

大月の新しい風

山
や ま だ

田　政
まさふみ

文

デマンドタクシー



関  

連  

質  

問

Q 

ご
み
や
汚
れ
た
り
壊
れ
て

　 

い
る
標
識
へ
の
対
策
は

A 

週
に
6
日
、
生
活
環
境
パ
ト

　

 

ロ
ー
ル
を
実
施

　
散
見
す
る
ご
み
と
、
汚

れ
た
り
壊
れ
た
り
し
た
標

識
へ
の
対
策
は
。

　
岩
殿
山
は
、
秀
麗
富
嶽

十
二
景
を
代
表
す
る
山
で
、

大
月
桃
太
郎
伝
説
で
は
赤

鬼
が
住
ん
で
い
た
山
で
す
。

猿
橋
、
鮎
釣
り
に
次
ぐ
魅

力
あ
る
観
光
ス
ポ
ッ
ト
で

あ
る
岩
殿
山
登
山
道
の
現

状
と
取
り
組
ん
で
い
る
内

答
産
業
観
光
課
長

　
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
が
利

用
者
の
増
加
に
つ
な
が
り
、

生
き
が
い
の
創
造
と
健
康

増
進
に
も
つ
な
が
り
、
認

知
症
予
防
、
要
介
護
予
防
、

医
療
費
の
削
減
に
も
貢
献

で
き
る
と
考
え
る
。
市
民

に
市
民
会
館
、
総
合
体
育

館
な
ど
を
よ
り
活
用
い
た

だ
く
た
め
の
方
策
は
。

答
社
会
教
育
課
長

　

児
童
か
ら
高
齢
者
ま
で
が
一

緒
に
な
っ
て
気
軽
に
楽
し
め
る

軽
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
な
ど
の
他
、

新
た
な
事
業
を
企
画
し
、
来
館

を
呼
び
か
け
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
や
総

合
体
育
館
な
ど
に
お
い
て
の
施

設
修
繕
の
早
期
実
施
、
市
民
会

館
に
お
け
る
冷
暖
房
費
実
費
負

担
の
見
直
し
な
ど
、
利
用
の
し

問

問

　

週
に
６
日
、
生
活
環
境
パ
ト

ロ
ー
ル
を
実
施
し
て
お
り
、
不

法
投
棄
場
所
の
土
地
所
有
者
等

に
も
管
理
方
法
に
つ
い
て
注
意

を
払
っ
て
い
た
た
だ
く
よ
う
お

願
い
を
し
な
が
ら
対
応
し
て
お

り
ま
す
。
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案
内
標
識
に
つ
き
ま
し
て
は
、

職
員
が
巡
回
し
た
り
、
登
山
客

か
ら
の
情
報
提
供
に
よ
っ
て
把

握
し
、
そ
の
都
度
修
復
や
付
け

替
え
を
し
て
お
り
ま
す
。

　

岩
殿
山
南
側
の
丸
山
公
園
か

ら
山
頂
へ
と
続
く
強
瀬
ル
ー
ト

に
つ
い
て
は
、
落
石
の
危
険
が

あ
る
た
め
、
登
山
者
の
安
全
を

考
慮
し
て
通
行
止
め
と
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
強
瀬
ル
ー
ト

の
登
山
道
に
つ
き
ま
し
て
は
、

駐
車
場
も
整
備
さ
れ
て
お
り
、

富
士
山
を
眺
め
ら
れ
る
新
た
な

強
瀬
ル
ー
ト
を
開
拓
し
た
く
、

関
係
各
所
と
協
議
を
進
め
て
お

り
ま
す
。

登
山
案
内
標
識

山
や ま じ

地　 渉
わたる

大月の新しい風

容
、
今
後
の
対
策
は
。

や
す
さ
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
活

動
に
対
す
る
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
は

Ｑ
軽
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及

ほ
か
新
た
な
事
業
を

企
画

Ａ
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再
　
質
　
問

問
　
施
設
利
用
手
続
き
簡
素

化
の
検
討
は
。

答
社
会
教
育
課
長

　

利
用
申
請
と
特
例
措
置
で
あ

る
使
用
料
減
免
申
請
が
同
時
に

行
わ
れ
る
際
に
、
利
用
者
情
報

の
重
複
記
載
の
削
減
や
押
印
の

省
略
等
を
想
定
し
て
検
討
し
て

お
り
ま
す
。

問
　
公
共
施
設
使
用
料
減
免

　
　
に
つ
い
て
明
確
な
基
準

　
　
は
あ
る
か

問
　
公
共
施
設
使
用
料
減
免

　
　
団
体
の
事
前
登
録
は
で

　
　
き
る
か

問
　
事
前
登
録
制
に
つ
い
て

　
　
市
内
施
設
の
利
用
実
態
、

　
　
他
の
自
治
体
の
手
続
き

　
　
状
況
の
調
査
な
ど
、
検
　
　

　
　
討
は
行
っ
て
い
る
か

    

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問



代  

表  

質  

問

Q 

持
続
可
能
な
ま
ち
の
実
現
に

      

向
け
た
財
源
確
保
策
を

A 

ふ
る
さ
と
納
税
の
増
額
な
ど
、

　

 

全
庁
を
挙
げ
て
あ
ら
ゆ
る
財　

　

 

源
確
保
に
努
め
て
い
く

　
本
市
は
厳
し
い
財
政
状

況
に
あ
り
、
財
源
を
ど
の

よ
う
に
確
保
し
て
い
く
の

か
十
分
な
論
議
を
行
う
必

要
が
あ
る
。
ふ
る
さ
と
納

税
に
お
い
て
は
、
市
自
ら

が
投
資
を
し
、
地
域
ブ
ラ

ン
ド
を
つ
く
り
上
げ
て
い

く
こ
と
、
企
業
版
ふ
る
さ

と
納
税
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ

ン
デ
ィ
ン
グ
の
活
用
、
広

心
の
あ
る
企
業
が
集
ま
る
公
民

連
携
機
関
で
本
市
を
紹
介
す
る

機
会
を
得
る
な
ど
、
広
く
市
の

取
組
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、
支

援
に
つ
な
げ
て
ま
い
り
ま
す
。　
　

内
閣
府
の
企
業
版
ふ
る
さ
と
納

税
マ
ッ
チ
ン
グ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー　
　

か
ら
の
情
報
提
供
や
取
組
手
法

な
ど
の
指
導
、
民
間
調
査
会
社

な
ど
と
協
力
す
る
中
で
、
山
梨

県
や
本
市
に
関
連
あ
る
法
人
に

絞
り
、
訪
問
す
る
な
ど
計
画
的

に
活
動
し
、
支
援
を
募
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ

ン
グ
に
つ
い
て
は
、
名
勝
猿
橋

修
復
事
業
や
赤
ち
ゃ
ん
防
災
事

業
で
活
用
実
績
が
あ
り
、
さ
ら

な
る
事
業
展
開
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

　

財
源
確
保
の
方
策
で
あ
る
市

の
持
つ
様
々
な
媒
体
を
活
用
し

た
さ
ら
な
る
広
告
収
入
の
確
保
、

ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
の
活
用
、

受
益
者
負
担
の
見
直
し
、
有
利

な
補
助
金
、
交
付
金
の
確
保
な

ど
に
つ
い
て
は
、
有
効
な
方
策

と
考
え
て
お
り
、
全
庁
を
挙
げ
、

さ
ら
に
深
く
研
究
、
情
報
共
有

を
図
り
、
あ
ら
ゆ
る
財
源
確
保

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

問

答
市
長

　

ふ
る
さ
と
納
税
の
増
額
に
は
、

令
和
２
年
度
か
ら
返
礼
品
開
発

補
助
金
要
綱
を
策
定
し
、
地
場

産
品
の
開
発
助
成
や
ふ
る
さ
と

納
税
人
気
返
礼
品
ス
ペ
シ
ャ
ル

補
助
金
を
制
定
し
、
シ
ャ
イ
ン

マ
ス
カ
ッ
ト
や
精
肉
な
ど
の
人

気
返
礼
品
の
創
設
に
も
取
り
組

ん
で
き
て
お
り
、
栽
培
、
育
成

が
進
み
、
商
品
化
の
準
備
を
し

て
お
り
ま
す
。
今
後
も
市
内
事

業
者
へ
の
支
援
を
続
け
、
新
た

な
特
産
品
を
つ
く
る
と
と
も
に
、

現
存
す
る
特
産
品
を
ブ
ラ
ッ
シ

ュ
ア
ッ
プ
し
な
が
ら
、
さ
ら
な

る
増
額
を
目
指
し
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
企
業
版
ふ
る
さ
と
納

税
に
つ
き
ま
し
て
は
、
私
自
ら

が
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
行
い
、

支
援
を
い
た
だ
け
る
企
業
に
向

け
て
積
極
的
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し

て
ま
い
り
ま
す
。
具
体
的
に
は
、

首
都
圏
大
月
市
会
を
通
じ
た
企

業
訪
問
や
、
地
方
自
治
体
に
関

山と川の街大月

棚
たなもと

本 　 晃
あきゆき

行

告
収
入
の
確
保
や
ネ
ー
ミ

ン
グ
ラ
イ
ツ
の
活
用
、
受

益
者
負
担
の
見
直
し
、
有

利
な
補
助
金
、
交
付
金
の

確
保
な
ど
、
全
庁
を
挙
げ

て
、
常
に
新
た
な
財
源
を

探
り
、
あ
ら
ゆ
る
財
源
確

保
策
に
取
り
組
む
べ
き
と

考
え
る
。
財
源
の
確
保
は
、

持
続
可
能
な
ま
ち
を
実
現

し
て
い
く
に
は
不
可
欠
で

あ
る
と
考
え
る
が
、
今
後

の
財
源
確
保
に
向
け
た
方

針
を
伺
う
。

問　
物
価
高
騰
対
策
と
し
て　
　
　

　
　
今
後
の
支
援
は

問　
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ

　
　
実
現
に
向
け
た
取
組
は

問　
D
Ｘ
の
推
進
に
向
け
た

　
　
取
組
は

問　
５
歳
児
健
診
の
導
入
を

    

そ
の
他
の
質
問

そ
の
他
の
質
問

大
月
市
内
か
ら
望
む
富
士
山
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Q 

会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与

　  

の
改
定
は

A 

４
月
に
遡
り
改
定
差
額
を
支

      

給
す
る

　
労
働
基
本
権
を
制
限
さ

れ
な
が
ら
、
し
か
も
予
算

上
の
裏
づ
け
を
与
え
ら
れ

て
も
な
お
対
処
し
な
い
と

す
れ
ば
、
差
別
的
な
取
扱

い
を
し
て
い
る
と
指
摘
せ

ざ
る
を
得
な
い
。
会
計
年

度
任
用
職
員
の
給
与
の
改

定
は
、
常
勤
職
員
の
給
与

の
改
定
に
係
る
取
扱
い
に

準
じ
て
４
月
に
遡
っ
て
改

定
す
べ
き
だ
。

　

人
事
院
勧
告
に
伴
う
給
与
改

定
に
当
た
り
、
現
在
の
本
市
の

条
例
で
は
、
会
計
年
度
任
用
職

員
へ
の
給
与
改
定
の
効
力
は
、

翌
年
度
の
４
月
か
ら
と
し
て
お

り
、
本
年
４
月
の
遡
及
は
行
わ

な
い
も
の
と
し
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
議
員
の
ご
指

摘
の
と
お
り
、
令
和
５
年
５
月

の
国
か
ら
の
通
知
に
お
い
て
、

一  

般  

質  

問

答

答

秘
書
広
報
課
長

Q 

自
伐
型
林
業
に
つ
い
て
の
認

       

識
は

A 

本
市
で
は
厳
し
い
が
大
変
に

　

  

興
味
深
い

　
現
在
、
全
国
48
自
治
体

が
自
伐
型
林
業
推
進
を
展

開
し
、
継
続
し
た
研
修
や

作
業
道
補
助
金
メ
ニ
ュ
ー

の
創
設
、
地
域
お
こ
し
協

力
隊
の
募
集
、
稼
動
、
山

林
マ
ッ
チ
ン
グ
等
に
よ
り

地
域
支
援
を
続
け
て
い
る
。

限
ら
れ
た
森
で
、
そ
の
森

を
離
れ
ず
持
続
的
に
経
営
、

管
理
、
施
業
で
き
る
人
が

自
ら
行
う
自
立
、
自
営
の

林
業
が
自
伐
型
林
業
で
あ

る
が
、
市
の
認
識
は
。

　

自
伐
型
林
業
は
、
採
算
性
と

環
境
保
全
を
高
い
水
準
で
両
立

を
目
指
す
も
の
で
あ
り
、
ま
ず

採
算
性
の
確
保
が
求
め
ら
れ
ま

す
が
、
全
国
的
に
長
い
間
、
手

を
入
れ
て
い
な
い
森
林
が
多
く

あ
る
よ
う
に
、
本
市
に
お
い
て

も
建
築
用
材
、
家
具
材
な
ど
市

場
性
が
最
も
高
い
と
さ
れ
る
Ａ

材
の
割
合
が
低
く
、
採
算
性
は

厳
し
い
も
の
と
想
像
さ
れ
ま
す
。

　

現
在
、
本
市
で
の
環
境
保
全

の
観
点
に
基
づ
い
た
森
林
整
備

に
向
け
て
は
、
森
林
環
境
譲
与

税
を
財
源
と
し
た
主
伐
と
花
粉

の
少
な
い
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
へ
の

更
新
な
ど
の
事
業
を
令
和
５
年

度
か
ら
開
始
し
、
伐
採
木
の
バ

イ
オ
マ
ス
発
電
の
燃
料
化
と
花

粉
発
生
源
対
策
に
向
け
た
取
組

を
展
開
し
て
お
り
ま
す
。
自
伐

型
林
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
こ

れ
か
ら
の
林
業
と
し
て
大
変
に

興
味
深
い
も
の
で
あ
る
と
認
識

を
し
て
お
り
ま
す
。

市
長

会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
に

つ
き
ま
し
て
も
、
４
月
に
遡
り

改
定
差
額
を
支
給
す
る
よ
う
要

請
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
、
山
梨

県
や
近
隣
市
の
対
応
を
踏
ま
え
、

問

問

豊
か
な
森
づ
く
り
事
業（
主
伐
）

日本共産党　所属
藤
ふじもと

本 　 実
みのる

本
市
に
お
い
て
も
会
計
年
度
任

用
職
員
の
給
与
を
４
月
に
遡
り

支
給
で
き
る
よ
う
、
条
例
の
改

正
を
行
い
、
対
応
し
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。



一  

般  

質  

問

Q 

女
性
の
ひ
き
こ
も
り
に
つ

    

い
て

A 

把
握
す
る
こ
と
も
難
し
い

　

市
役
所
で
毎
月
２
回
相
談
会

　

を
開
催

　
女
性
の
ひ
き
こ
も
り
に

つ
い
て
伺
う
。

　
家
族
を
支
援
す
る
立
場

を
担
っ
て
い
る
方
の
多
く

が
女
性
で
あ
る
。

　
当
市
に
お
け
る
ひ
き
こ

も
り
に
つ
い
て
実
態
を
調

査
し
た
こ
と
が
あ
る
か
。

答
福
祉
介
護
課
長

問

　

女
性
の
ひ
き
こ
も
り
に
関
し

て
は
、
以
前
相
談
が
あ
り
、
支

援
を
行
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
し

た
が
、
現
在
相
談
を
受
け
て
い

る
方
は
お
り
ま
せ
ん
。

　

ひ
き
こ
も
り
に
関
す
る
調
査

に
つ
い
て
、
令
和
２
年
９
月
に

山
梨
県
が
行
い
ま
し
た
ひ
き
こ
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も
り
に
関
す
る
調
査
結
果
が
公

表
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
う

ち
本
市
で
該
当
す
る
方
は
35
人
、

う
ち
女
性
は
５
人
と
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
そ
の
後
支
援
の
働
き

か
け
を
行
い
ま
し
た
が
、
支
援

に
は
つ
な
が
ら
な
か
っ
た
と
伺

っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
県
に
お
い
て
は
、
今

年
の
５
月
に
、
市
町
村
と
ひ
き

こ
も
り
地
域
支
援
セ
ン
タ
ー
で

対
応
し
て
い
る
当
事
者
と
家
族

に
対
し
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

行
い
ま
し
た
。

　

ひ
き
こ
も
り
の
実
態
に
つ
い

て
は
、
本
人
を
は
じ
め
と
し
て

ご
家
族
か
ら
相
談
が
寄
せ
ら
れ

る
ま
で
は
不
明
な
部
分
が
多
く
、

支
援
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
す
る

必
要
が
あ
る
方
を
把
握
す
る
こ

と
も
難
し
い
状
況
で
あ
り
ま
す
。

ひ
き
こ
も
り
の
方
の
ご
家
族
、

関
係
者
か
ら
の
相
談
は
、
福
祉

介
護
課
の
障
害
者
支
援
担
当
の

ほ
か
、
子
育
て
健
康
課
の
健
康

増
進
担
当
が
窓
口
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
18
歳
未
満
の

お
子
様
に
関
し
て
は
、
子
ど
も

家
庭
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
が
窓

口
と
な
り
、
相
談
を
受
け
て
お

り
ま
す
。
窓
口
に
来
ら
れ
な
い

方
に
つ
い
て
は
、
電
話
に
て
相

談
も
受
け
て
お
り
ま
す
。

　

な
お
、
山
梨
県
で
は
、
山
梨

県
ひ
き
こ
も
り
地
域
支
援
セ
ン

タ
ー
を
開
設
し
て
、対
面
、電
話
、

電
子
メ
ー
ル
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
オ
ン

ラ
イ
ン
、
訪
問
相
談
な
ど
様
々

な
方
法
で
相
談
に
応
じ
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
令
和
５
年
７
月

か
ら
ひ
き
こ
も
り
支
援
を
積
極

的
に
行
う
団
体
を
認
証
し
、
よ

り
身
近
で
相
談
や
支
援
を
行
え

る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま

す
。

　

本
市
に
お
い
て
は
、
市
役
所

で
毎
月
２
回
、
県
か
ら
委
託
さ

れ
た
や
ま
な
し
若
者
サ
ポ
ー
ト

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ぐ
ん
な
い
サ
テ

ラ
イ
ト
の
担
当
者
が
相
談
会
を

開
催
し
て
お
り
ま
す
。

　

ひ
き
こ
も
り
の
方
の
問
題
は
、

同
居
の
父
母
等
が
介
護
支
援
を

必
要
と
し
た
際
に
相
談
が
あ
り
、

対
応
す
る
こ
と
を
求
め
ら
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
年
金
や
障

害
者
手
帳
の
申
請
、
病
院
を
受

診
す
る
援
助
等
、
現
状
の
支
援

を
行
う
こ
と
で
生
活
改
善
と
な

る
こ
と
も
あ
り
、
個
別
に
必
要

な
対
応
を
し
て
お
り
ま
す
。

　

支
援
活
動
を
行
っ
て
い
る
団

鈴
す ず き

木　康
こ う き

揮
公明党　所属

体
と
連
携
し
、
自
宅
以
外
に
安

心
で
き
る
場
所
を
リ
ア
ル
や
オ

ン
ラ
イ
ン
で
提
供
し
た
り
、
不

登
校
の
子
供
が
集
ま
る
居
場
所

や
学
習
の
場
を
提
供
で
き
る
団

体
を
周
知
し
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。
周
知
の
方
法
に
つ
き

ま
し
て
も
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
オ
ン
ラ

イ
ン
面
談
等
を
活
用
し
、
必
要

な
情
報
を
届
け
る
方
法
に
つ
い

て
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ひ
き
こ
も
り
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Q 

業
務
の
統
括
と
し
て
の
副
市

      

長
の
設
置
を

A 

必
要
に
応
じ
検
討
し
て
ま
い

     

る
　
事
務
の
広
域
化
を
目
指

し
、
段
階
的
に
機
構
を
整
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あ
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あ
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工
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わ
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取
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上
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ま
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し
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す
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Ｓ
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Ｇ
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限
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が
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。
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大
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玉
ね
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」
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は

じ
め
と
す
る
地
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の
食
材
や
特

産
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し
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メ
ニ
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開

発
に
つ
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げ
て
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た
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と
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え
て
お
り
ま
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事
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施
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は
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飲
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す
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あ
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産
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産
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Ｒ
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係
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協
力
を
い
た
だ
け
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。
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周
年
に
向
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て
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え
は

Ｑ
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が
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と
し
て
展
開

し
て
い
き
た
い

Ａ
　

来
年
度
、
本
市
は
市
制
施
行

70
周
年
を
迎
え
ま
す
。
こ
の
節
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山梨県市議会議長会（後期）議員合同研修会
 

　山梨県市議会議長会は、令和６年２月１日にアピオ
甲府にて、後期の議員合同研修会を開催しました。県
内 13 市議会の議員及び事務局職員が参加し、大月市
議会からは 10 名の議員が参加しました。
　東京都立大学法学部教授の 大杉 覚 （おおすぎ　さ
とる）氏を講師に迎え、「地域づくりとこれからの地
方議会」をテーマに講演をしていただきました。

　令和６年能登半島地震で被災された方々に心よりお見舞い申し上げます。

　大月市議会では、一日も早い被災地の復旧・復興を支援するため、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　日本赤十字社へ義援金を送金しました。

大月市議会から令和６年能登半島地震義援金を送金しました

15　  市議会だより　第 173 号

　市役所市民課窓口や市内各出張所窓口にも、被災された

方々を支援するための募金箱が設置されています。

　皆さま方の温かいご支援をよろしくお願いいたします。

募
金
箱
（
市
民
課
窓
口
）

【 研修会での習得事項及び感想 】

　講師は、地域づくりを取り巻く「難題」について、調査結果をもとに
①コロナ禍の影響で地域活動など地域づくりへの取組が消極的傾向になっている。
②活動の担い手不足の加速が懸念される。
　と指摘しました。他方で、新たな地域づくりの活動の確かな芽生えとプラットフォーム形成がみられると
して、コミュニティ・リーダーとしての議員への期待を語りました。萎縮した姿勢がコミュニティの衰退を
加速化させていないか。人口減少時代にあっても、議員には躍動する地域づくりの先導役を務めてほしい。
　講師はこれからの地域づくりのヒントを話しました。これまで担い手として認められなかった人に光をあ
て、創造的な活動をきっかけとして若い世代を含めた多世代・多分野間交流・連携を実現させれば新たな地
域活動の担い手が生まれてくる。「地域づくり人財」の育成・確保に注力することが重要だ。

　非常に得るものが多い研修会でした。議員一人ひとりがコミュニティ・リーダーとしての自覚を再認識す
ること、議会としても持続可能な地域づくりに向け重要な役割があることが分かりました。大月市議会でも
躍動する地域づくりへ挑戦したいと思います。　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　（文責・藤本実）



　　

編集後記
　本年は元日より大きな災害に被ら
れた地域がありました。一日も早い
復興に期待します。
　大月市では２００名を超える方が
成人を迎えられました。また、市営
駒橋団地（建替）及び定住促進住宅
「 エルムーン駒橋 」の入居が開始さ
れました。子育て世代の入居に多く
の期待が寄せられ、市民の皆さまの
声と共に子育て世代の方々の声もさ
らに反映し、住みやすいまちづくり
に向け、今後もわかりやすい議会だ
よりの作成に取り組んでいきます。
（担当：鈴木康揮）
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議会日誌
11 月（後半）

21 日

29 日

13 日

 議員定例懇談会

 全員協議会
 令和５年第５回市議会定例会  開会

 市議会広報委員会

 代表質問・一般質問

あなたも
本会議を傍聴しませんか

Editorial n
ote

　議会の傍聴は、傍聴券に住所・氏名な
どを記入するだけで出来ます。 　
　詳しいことは、議会事務局へお問い合
わせください。
※感染症拡大等の状況により自粛をお願
いする場合があります。

市議会広報委員会からのお知らせ

市議会広報委員会では、市民の皆様に親しまれ、愛される紙面づくり
に努めておりますが、さらに見やすく、読みやすい紙面づくりのために、
市民の皆様の貴重なご意見・ご感想を議会事務局までお寄せ下さい。

３月定例会の日程（予定）

●開 会 日
●代表質問　　　  
●一般質問
●一般質問（予備日）　　　  
●閉 会 日　　　  

※ 詳細は議会事務局にお問い合わせく　
　 ださい。

  2 月 26 日

  3 月 12 日

  3 月 13 日
  3 月 21 日

 総務産業常任委員会

 全員協議会
 令和５年第５回市議会定例会  閉会

15 日

12 月

1月

2月（前半）

この市議会だよりは、環境保護のため、再生紙・植物性インキを使用しています。

20 日  議会運営委員会

 令和５年度山梨県市議会議長会（後期）議員合同研修会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 第 39 回山梨県市町村自治講演会

18 日  社会文教常任委員会

1日

22 日 議会運営委員会

30 日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 市議会広報委員会

4日  新年互礼会
16 日  議員定例懇談会

8日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 令和６年第１回富士・東部広域環境事務組合議会定例会
13 日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 令和６年３月大月都留広域事務組合議会定例会

＜お知らせ＞
令和５年度山梨県広報コンクール

議会広報紙部門 【市部】
奨励賞　受賞

令和５年度山梨県広報コンクールにおいて、
大月市議会だより 171 号が、議会広報紙部門で
「奨励賞」に選ばれました。
　表彰式は、令和６年度に行われる予定です。

20 日  令和５年第３回東部広域水道企業団議会定例会

 臨時全員協議会7日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


